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近年、多くの企業が地政学的緊張
を受けた調達コストの上昇や供給制
約による調達難、パンデミックによ
る国内外の需要減少や仕入れの遅延
など、サプライチェーンの困難に見
舞われている。
また、化学物質の管理やカーボン
ニュートラルなど、規制への対応や
管理が必要とされる項目が加速度的
に増えており、サプライヤーにかか
る負担も増している。負担に耐えら
れないサプライヤーの離脱や調達コ
ストの高騰によって、サプライ

チェーン全体の脆弱化にもつな
がりかねない。
このような状況への対応は、
メーカーのみの取り組みでは難
しく、社外のステークホルダー
を巻き込み、社会全体で情報を
取得し共有する、End to End
（E2E）のサプライチェーン管
理が必要となってくる。

E2Eサプライチェーン情報の可
視化・共有化には、企業グループ内
情報の可視化、企業間の取引単位で
のアナログ情報のやり取り、デジタ

ルでの企業間の常時連携によるス
ピーディな調整や事前のリスク検知
という 3つのステップが想定され
るが、日本企業の多くは第２段階に

あり、デジタル化に
よる企業間情報連携
が実現しているケー
スは多くはない。
多 岐 に わ た る ス
テークホルダーの説
得、サプライヤーの巻
き込み、既存システム
との連携等々、一般的
なシステム構築とは異
なる難しさが存在する
ことが大きい。
これらの課題に対応

iQuattro®は、最新技術を搭載したDXプラットフォームを軸にコンサルティング、機能開発、トレーニング等で企業のDX
を加速するトータルソリューションだ。Smart Supply Chain領域での、サプライヤー連携による業務変革プロジェクトにお
ける推進ノウハウ、コンサルノウハウ、ITソリューションを結集し、サプライヤーコラボレーションサービスを展開している。
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すべく、NTTデータがこれまで推進
してきたサプライチェーン領域にお
ける業務変革プロジェクトの推進ノ
ウハウ、コンサルティング力、IT
ソリューションを結集したのが
iQuattro®サプライヤーコラボレー
ションサービスである。
サプライヤー、生産部門、調達部
門などをリアルタイムでつなぎ、部
品の需給情報を相互に常時可視化で
きるようにする。それによって、エ
クセルによる計画づくりなどの個別
対応から脱却することができ、在庫
情報が可視化され欠品リスクの予兆
が把握できるようになる。その結果
として、意思決定の迅速化、高度化
が実現し、さらなるデータ活用につ
ながるものとなる。

iQuattro®のプラットフォーム
は、どのような場合にも必要となる、
情報を蓄積する部分を「共通部」と
して各種のソリューションをパッ
ケージ化している。そのうえで、活
用領域については、お客様の用途に
応じて最適なアプリケーションを組
み合わせていく。最新のトレンドと

メージを体験した上で、検証してい
ただくという、価値検証からの支援
も行っている。

あるグローバル電気機器メーカー
様の事例では、グローバル 100社以
上のサプライチェーンに散在するデー
タをつなぎ、部品需給の適正化やサ
プライチェーンの最適化を実現した。
サプライチェーン上では、生産、
在庫、出荷の情報が共有されず、過
剰在庫や欠品も頻発。製造工場横串
での情報連携が行われていないため
在庫が偏在する状況なども見られ
た。そこで、iQuattro®により、プ
ライチェーン上の生産計画、実績、
在庫状況を、本社・工場・サプライ
ヤー全てで共有する基盤を構築。そ
の結果、大幅な業務効率化が実現し、
さらにデータに基づいた迅速な意思
決定が実現することとなった。

サプライチェーン全体がつながり
データが蓄積されていくと、その
データの活用範囲も広がっていく。

既に、化学物質（環
境負荷物質）の組成
情報を、なりすまし
や改ざんを防ぐため
にブロックチェーン
を用いて共有・見え
る化した例などもあ
り、今後も蓄積した
データを活用した新
たな価値の創出に取
り組んでいきたい
と考えている。

なる技術を見極め、APIでつない
で提供しており、常に価値の高い機
能やサービスを利用していただける
ようにしている。
サプライヤーコラボレーション
サービスの導入にあたっては、構想
策定からの支援と価値検証からの
支援のふたつのアプローチをとって
いる。
サプライチェーン改革の必要性を
認識しつつも、具体的なロードマッ
プなどは持っていないというお客様
には、分析診断ツールを用いた
SCMの現状診断を行い、目指す姿
を検討し決定した上で、そのギャッ
プを埋めるには何が必要かを考えて
いく。さらに、最大のポイントとな
るサプライヤーの巻き込みについて
は、サプライヤーへのヒアリングを
行った上でインセンティブ設計やシ
ステム連携方針を検討し、それらを
アーキテクチャに落とし込んでソ
リューションを選定していく。
一方で、現状把握はできている、
実際に何ができるのか、どう動くの
かを見てみたいというニーズも非常
に多い。そこで、クイック検証型と
して、トライアルアプリ、プラット
フォームを活用し、実現後の業務イ
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図２　Smart Supply Chain の事例
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